
  五太郎山(380m)から角山(526m)へ 

 

 角山(かどやま中央右) 五太郎山(右) 

 

チャンチンモドキ幹回り 270cm 

 

 チャンチンモドキの実 

 

H17.10.10(日) 晴 3 名参加（天草山岳会） 

1 号車-N、Y、A 

□タイム 9:40 出発,10:11 福連木官山の名

水,10:17 遊歩道登山口出,10:32 あずま屋,11:05

五太郎山,11:15 分岐左へ,11:59 角山(かどや

ま),12:25 下山開始,12:51 チャンチンモドキの

実,14:00 あずま屋,14:10 登山口,15:00 帰宅 

□本渡から国道 266 号を牛深方面へ走る。途

中から右折し下島横断道路を下田方面へ入る。

福連木トンネルを通り福連木で左折、しばら

く進むと福連木子守唄公園オートキャンプ場

がある。 

 キャンプ場を通り過ぎ左折して橋を渡ると

付近に黄色い銀杏や梅に似た実が落ちている。

これはチャンチンモドキの実である(写真左

下)。道の左側に山の神を祀る祠が有り少し登

ると幹回り270cmのチャンチンモドキの大木

がある。おそらく天草では最大の木と思われ

る。チャンチンモドキは漢字で「香椿疑」と

書きウルシ科の植物で国内では熊本県、鹿児

島県、福岡県などに少数自生し、東南アジア

北部、ヒマラヤに分布する落葉高木。雌雄異

株で 5 月頃に赤褐色の花を咲く。センダン科

のチャンチンに似ていることからこの名があ

るがチャンチンの花は白色。環境省レッドデ

ーターブックの絶滅危惧 1B 類(EN)に指定さ

れる希少植物だ。 

 渓流に沿って奥へ進むと昭和 60 年くまも

と名水百選に選定された福連木官山(ふくれ

ぎかんざん)の名水がある。川を渡り遊歩道を

登ったところで車道の終点へ出て東屋がある。 

 広葉樹林に囲まれた快適な尾根道を登りつ

めたところが五太郎山の山頂だが眺望はない。

五太郎山から角山の山腹にはかつての富岡往

還と呼ばれる古道が残されている。富岡往還

は牛深、河浦、高浜から代官所が置かれてい

た富岡へつながる山越えの古道である。標高

約 450m 付近から富岡往還と別れて右へ登る。

樹林を抜けると急に視界が開けて角山山頂台

地に到着した。 



角山山頂(一等三角本点の標石) 

 

九州の一等三角本点(文献①一等三角網図) 

   

 角山御林絵図(文献②より) 

 

チャンチンモドキ発芽二年目(2007) 

 

 山頂の中央に一等三角本点の標石が置かれ

ている。この一等三角本点は天草には唯一の

もので、他に補点が倉岳と権現山にある。角

山を囲む本点の山々は長崎市の八郎岳(590m)、

小浜町の雲仙普賢岳(1359m)、芦北町の笠山

(567m)、水俣市と出水市県境の矢筈岳(687m)、

上甑島里村の遠目木山(423m)である。 

山頂ではよく「三角点は四角い石なのにな

ぜ三角点と呼ぶの？」という質問が出る。そ

の訳は、『地球上の地理的位置を定める方法に

「三角測量」がある。三角測量は、「日本経緯

度原点」を基準として見通しの良い間隔(約

55km)に三角形を配置し、その「内角」と「一

辺の長さ」を精密に実測する。この内角と辺

長をもとに他の辺長を計算し三角形を確定す

る。順次隣接する未知の角度を測量し辺長を

求めてゆく。この三角形のつながりを「三角

網」と呼び三角形の各頂点を「三角点」と呼

ぶのである。』三角点は明治 21 年から全国に

設置され一等から四等及び電子基準点がある。 

尾上正彦著「槍柄木拍子木のふるさと 樫の

林の物語(熊本県立図書館蔵)」によれば、御

林は「角山」とその北側に連なる「薄木山」、

黒仁田山峰続きの「帯山」の三山とされる。

御林は後に「国有林」になり「官山」とも呼

ばれる。今では樫の林は減少した。 

 山頂から富岡往還へ下り、西側山腹を下る。

途中にチャンチンモドキが数本自生する。チ

ャンチンモドキの実を拾い果肉をすりつぶす

と楕円形で褐色をした種には黒い発芽孔が五

つ付いている。これを蒔いて発芽したのが左

の写真。今では背丈より大きくなった。 

 五太郎山の山名由来を調べてみた。五太郎

山から南西に 3km の所に勘太郎峠がある。ま

た上島には太郎丸嶽がある。「太郎」には謎が

隠されている。共通しているのは近くを街道

や古道が通り峠道が交差していることである。 

 [参考文献]① 国土地理院 一等三角網図 

② 尾上正彦「槍柄木拍子木のふるさと樫の

林の物語」S50 イナガキ印刷   (N) 


